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新旧高等学校学習指導要領における
理科必履修科目の比較

① 旧学習指導要領 ② ① 現行学習指導要領 ②
理科基礎（２単位） 物理基礎（２単位）

理科総合Ａ（２単位） 化学基礎（２単位）
理科総合Ｂ（２単位） 生物基礎（２単位）

地学基礎（２単位）
物理Ⅰ（３単位）
化学Ⅰ（３単位） 科学と人間生活（２単位） 履修
生物Ⅰ（３単位）
地学Ⅰ（３単位）

①＋② ①または②
（普通科では①が多い）
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地学選択者の増加
各科目とも履修者数が増加し、2014年度の「地学基
礎」の履修率は、前学習指導要領における地学Ⅰのそ
れに比べ約3.5倍の増加（約２５％程度）と躍進した。

（宮嶋ほか，2014JpGU大会）を編集
旧課程科目(H14)→現行課程科目(H26)の順に記載。
％で示す。（普通科等の結果）

「地学Ⅰ」９.２→「地学基礎」３４.６
中教審理科ワーキンググループ（第7回）資料８より



現行「地学基礎」の課題
地球惑星科学全般の内容が広く扱われている一方で，前学習指導
要領の『地学Ⅰ』と比較すると，例えば
『恒星としての太陽の進化を学ぶ際に，ＨＲ図による考察を行
う．』
『地球内部構造を学ぶ際に，走時曲線による考察を行う．』など，
原理や仕組みを理解する内容がほとんど含まれておらず，項目の
暗記になる傾向が危惧される．

（小尾ほか，2014JpGU大会）
「地学基礎」アンケート調査 小林ほか（2015JpGU大会発表）

が実施
千葉県高等学校教育研究会理科部会地学分科会研究協議会でのア
ンケート（ 2015年12月田口調査）

でも同様の指摘



「地学Ⅰ」→「地学基礎」で省かれた内容（例）

絶対等級

数研出版
新編「地学基礎」
2017年度以降版より



「地学Ⅰ」→「地学基礎」で省かれた内容（例）

HR図

数研出版
新編「地学基礎」
2017年度以降版より



「地学Ⅰ」→「地学基礎」で省かれた内容（例）

走時曲線

数研出版
新編「地学基礎」
2017年度以降版より



現行「地学基礎」改善のためにＪｐＧＵ大会で提案
された選択必履修科目（Ａ案）
現行の『地学基礎』をベースに，内容・項目を精選し，
原理や仕組みを学ぶ内容を盛り込んだ科目

（特徴）必ず学ばせたい概念と，扱うべき実験・実習例，
強調語句（重要語句）が示された．特に強調語句は，

「新聞などが読めるように覚えなければならない語句」と
「授業で学ばせたい概念を教えるのに必要な語句」とに分類
内容精選のため最小限（145語）となるように検討された．

（小尾ほか，2014JpGU大会）



次期学習指導要領改訂に向けた動き
中央教育審議会初等中等教育分科会
教育課程部会教育課程企画特別部会
2015年8月26日
次期学習指導要領改訂の方向性を示す
「論点整理」をとりまとめ報告

（文部科学省Webページより，2015）
※2016年度（平成28年度）内に中央教育審議会答申（予定）
高等学校は、2022年度（平成34年度）から年次進行により実施予
定（前回改訂時のスケジュールを踏まえた場合）



次期学習指導要領改訂に向けた動き
「論点整理」の中味
育成すべき資質・能力を三つの柱で整理する
（１）何を知っているか，何ができるか

（個別の知識・技能）
（２）知っていること・できることをどう使うか

（思考力・判断力・表現力等）
（３）どのように社会・世界と関わり，

よりよい人生を送るか
（学びに向かう力，人間性等）



次期学習指導要領改訂に向けた動き
「論点整理」の中味
三つの柱を育むために，
学びの量とともに，質や深まりが重要
子どもたちが「どのように学ぶか」についても光を当てる
必要があるとの認識のもと，
「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び
（いわゆる『アクティブ・ラーニング』）」
について触れ，その視点からの不断の授業改善，を唱えて
いる．



次期学習指導要領改訂に向けた動き

中教審 理科WG（第１回）
平成２７年１１月１０日
配布資料より



次期学習指導要領改訂に向けた動き

中教審 理科WG（第８回）
平成２８年５月２５日
配布資料より



次期学習指導要領改訂に向けた動き

中教審 理科WG（第８回）
平成２８年５月２５日
配布資料より



次期学習指導要領改訂に向けた動き
「論点整理」を受け、
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会
において，
学校段階等別・教科等別に専門的に議論するための
ワーキンググループ等の設置がなされ，
理科については、理科ワーキンググループで議論がなされた
（計8回）



中教審 理科WG（第８回）平成２８年５月２５日配布資料より



中教審 理科WG（第８回）平成２８年５月２５日配布資料より



JpGU教育検討委員会教育課程小委員会での議論
次期高等学校学習指導要領においても「地学基礎」科目が継続して
同単位数（２単位）で設定されることを想定

※（中教審理科ＷＧ（第7回）（平成28年4月26日）配付資料９
「理科ワーキンググループにおけるとりまとめイメージ（案）」には
「高等学校理科における他の科目（「理数探究（仮称）」の他）については、各
高等学校における開設状況や履修状況が望ましい方向に向かっていることか
ら、現状通りとすることが適当と考える。」
と記載あり

これまでの議論、提案、アンケート結果、中教審の議論の動向など
を踏まえ、新「地学基礎」として、その内容・構成を議論した。



JpGU教育検討委員会教育課程小委員会での議論

新「地学基礎」の一定の方向性（次に示す①～⑤）を確認
① 現行の「地学基礎」を基盤とすること
② 盛り込むべきキーワード・概念を精選すること
③ 地学現象の原理や仕組みを学ぶ内容を盛り込むこと
④ ストーリー性のある展開で構成すること
⑤ 次期学習指導要領で求められる「育成すべき資質・能

力」「評価の在り方」を反映

Ａ
案



ストーリー性のある展開とは

理科（科学）教科書の構成例
① 体系的構成（例：物理における力学、電磁気学）
② 対象別の構成（例：地学における地球、宇宙）

地学は主に②となるが、対象の分類は数多く、配列上重複
する内容やバラバラな構成となりがち。
→分量が増え、時間がかかってしまう。

⇒ ストーリー（流れ）を構成し、その中で展開
（地学には、宇宙史や地球史、地史、学説発見の歴史など
本来、ストーリー性のある内容が含まれる。）



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）

ストーリー 大問

ストーリー１
地球の層構造とエネルギー

ストーリー２
地球の過去と現在、未来

ストーリー３
自然災害と防災・減災

ストーリー 中問

１－１

１－２

２－１

２－２
２－３
３－１

３－２

ストーリー 小問

① ②

③ ④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑪ ⑫
⑬ ⑭ ⑮
⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳ ㉑



現行「地学基礎」の内容
宇宙における地球

宇宙の構成（ 宇宙のすがた、 太陽と恒星）
惑星としての地球（太陽系の中の地球、地球の形と大きさ、地球内部
の層構造）

宇宙における地球に関する探究活動
変動する地球

活動する地球（ プレートの運動、 火山活動と地震）
移り変わる地球（ 地層の形成と地質構造、古生物の変遷と地球環境）
大気と海洋（地球の熱収支、大気と海水の運動）
地球の環境（地球環境の科学、日本の自然環境）
変動する地球に関する探究活動



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）

ストーリー 大問

ストーリー１
地球の層構造とエネルギー

ストーリー２
地球の過去と現在、未来

ストーリー３
自然災害と防災・減災

ストーリー 中問

１－１

１－２

２－１

２－２
２－３
３－１

３－２

ストーリー 小問

① ②

③ ④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑪ ⑫
⑬ ⑭ ⑮
⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳ ㉑



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）
各小問の授業の構成に関して
理科ワーキンググループにおけるとりまとめイメージ（案）
１．現行学習指導要領の成果と課題
○一方、理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・有用性に
対する認識については、国際的にみても、また、国語や算
数・数学と比較しても肯定的な回答の割合が低い状況にある。

○～高等学校については、観察・実験や探求的な活動が十分に
取り入れられていないなどの指摘がある。

理科ワーキンググループ（第8回）平成28年5月25日配布資料より



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）
各小問は，以下の３部より成る授業群の構成とする．

（③は，例えば，寺本（2015）による活用フェーズに相当
するため，①や②の一部も含む構造となっている．）

① 基本的な知識・技能などを
身に付ける授業

② 実験・観察・実習・演習
などを行う授業

③ 活用・探究などを行う授業



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）
授業時数：２１のストーリー×３部構成＋はじめに＋おわりに

＝約６５時間（単純計算）
≒７０時間（３５時間／１単位標準時間 ×２単位）

もちろん項目によって、２１×３＝６３回のそれぞれの時間配分には
軽重がある。



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）

ストーリー 大問

ストーリー１
地球の層構造とエネルギー

ストーリー２
地球の過去と現在、未来

ストーリー３
自然災害と防災・減災

ストーリー 中問

１－１

１－２

２－１

２－２
２－３
３－１

３－２

ストーリー 小問

① ②

③ ④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑪ ⑫
⑬ ⑭ ⑮
⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳ ㉑



JpGUの考える新「地学基礎」構成表イメージ



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）
小問ごとに学習を評価する観点

①知識・技能

②思考力・判断力・表現力

③学びに向かう態度

「論点整理」での育成すべき
資質・能力の三つの柱に対応

（１）何を知っているか，何ができるか
（個別の知識・技能）

（２）知っていること・できることを
どう使うか
（思考力・判断力・表現力等）

（３）どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか
（学びに向かう力，人間性等）



JpGUの考える新「地学基礎」構成表イメージ



JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）

ストーリー 大問

ストーリー１
地球の層構造とエネルギー

ストーリー２
地球の過去と現在、未来

ストーリー３
自然災害と防災・減災

ストーリー 中問

１－１

１－２

２－１

２－２
２－３
３－１

３－２

ストーリー 小問

① ②

③ ④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑪ ⑫
⑬ ⑭ ⑮
⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳ ㉑



JpGUの考える新「地学基礎」構成表イメージ



JpGUの考える新「地学基礎」構成表イメージ



まとめ
JpGUの考える新「地学基礎」の構成（案）
① 現行の「地学基礎」を基盤とする
② 地学現象の原理や仕組みを学ぶ内容を盛り込む（走時曲線、HR図など）
③ 盛り込むべきキーワード・概念を精選
④ ３つのストーリー性のある展開（大問）で構成

特に「自然災害と防災・減災」が大問として構成されていることが特徴
⑤ ３つの大問は中問さらに合計２１の小問で構成され、それぞれの小問は
（１）知識・技能（２）実験・観察・実習・演習（３）活用・探求の３つの
授業群で構成

⑥（１）知識・技能（２）思考力・判断力・表現力（３）学びに向かう態度
の３観点で評価
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